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研究の要約
図形指導の最大の間臥東は.図形を静的に取り扱う点にあると考える.例えば.三角
形を指串i-るとき,三角形の形をいくつか与えて観察させ.これを三角形だといっても
子どもは三角形の概念をよりよく形成するとは考えにくい｡なぜなら.三角形の構成要
素にも昔日しにくいし,三つの辺のつながりも完成品を与えられては着日しにくいから
である｡
子ともは完成された図形を与えられるよりも,図JT抄をつくる過程を通して.図形の構
成要案に君目したり.それらの任せ関係をつかんだりして.よりよく図形の概念を形成
していくものと考える｡
そこで本研究では.2年生の ｢自分の宝の籍を作ろう｣の単元を通して.生成的な見
方から箱の形を考察する指導の在り方を研究する｡
1 -殻的な図形指辞の問題点と
研究のねらい
図形の指導では,一般に理想化した図形の
模型を子ともに与えて硯解させることが多い
このように図形の模型を静的に岨瑛する指埠
では,図形の概念をよりよく形成することは
できない｡子ともは,初めから理想化してい
る図形の模型を見ても,図形の全体漁はつか
めても.図形の捕成要素に着目できにくいし
図形を構成する粂件にも気づきにくいという
もんだいてんがある｡
そこで,本研究では.図形を生成すること
を目的とした授集を榊想し.図形を ｢生成的
な見方Jから考無する力を伸ばす指串の征り
方を究明する｡
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2 [生成的な見方JIについての私の考え
私の考える ｢生成的な見方｣とは.図形を
構成する活動を通して生成できる図形の見方
である｡例えば.長方形を指導するとき.は
がきを与えてこれが長方形であると教え込ん
でも碓かな長方形の概念は形成されない｡不
定形の紙を折ってはがきのような形を作って
みるようにする｡すると,はがきを作ってい
く過程で子どもは角が直角になるように折ら
なければならないことに気づき,しかも,ど
の角も直角に折らなければならないことに自
然に繋づいてくる｡このように.生成的な見
方には長方形をつくる過程で長方形の概念が
自然と形成されるというよさがあると考える
3 授賞の葉酸
(1)単元名 自分の宝のはこをつくろう
(2)i旦元の目撰
①箱の形に関心をもち.進んで箱の形の
の特徴を観察 したり,つくったりしよう
とする｡
②箱を捕成す各要素 (面 ･辺 ･頂点)に
着目し,箱の形の特徴的な性質をとらえ
たり､面と面のつなが りや位置関係を考
えることができる｡
③厚紙やス トロ-,粘土を使って箱の形
をつくることができる｡
骨箱の形を構成する宴系とそれらの形や
敗を説明することができる｡
(3)本単元の位置づけ
これまでに第 1学年では,積み木遊びを通
して,立体の形や機能にElを向けている｡す
なわも, ｢つつのような形は転がりやすい｣
や ｢箱の形は哨み厘ねることができる｣なと
の機能を五感を通 してとらえてきている.
第2学年では .不定形の紙をfrrるなどの雌
作を通して.箱の形の細成要素となる ｢長方
形_や r正方形｣について学習している｡
なお.本単元で取 り扱う箱の形は,第 4学
年の ｢直方体と立方体jの学習につながって
いくO
(t4)生r'lZ的な見方を伸ばす胎碑のT_夫
IT･勤nつな操作を取り込む
箱の形をただ亀に静的に臼で眺めていたの
ては､子ともは箱の形の特徴をとらえること
.まてさに<い｡また.図形を考察する力も育
ちにくい｡そこて本単元の学習では.勤的な
拙作をリ更り込んで竿鰐展胴をrj川 .Jt成的に
1才lJrj'3を半解する力を伸ばし.よりよく箱の形
の特徴をとらえるようにする｡
ここでいう軌的な操作とは.緒の面を紙に
写す活動によって箱の梢成要素を調べたり.
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写し取った面を切り取り,試行錯誤しながら
つなぎ合わせて籍を組み立てたりなど,子ど
もの五感に訴える授作的活動のことである0
第 1時に写し取った 6枚の長方形の面を.
第2時では逆に組み合わせて,直方体を作ら
せいく｡このような分解合成の操作は,概念
形成の有効な手段の一つだと考える｡
こうした勤的な操作を通して.図形の概念
を生成できる力を育てたい｡
(診算数のス トーリーをつくる
本単元は,鏑づくりの活動を学習展開の中
心に浄書.ストーリー性をもたせて児蛍の思
考が自然に流れ,意欲が継続するよう工夫す
る｡そのためには,｢自分の宝のはこをつく
ろうJというテーマでこの単元を一質して展
剛する｡
第 1時は,｢自分の宝はこをつくろう｣と
いう単元を貫く映題を決めるようにするOそ
して,まず.箱をよく附へる必要があること
に気付づかせ,縞を事でさわったり,面を紙
に写し取ったりする軌的な観察を通して.
｢面は6つある｣や ｢面の形は長方形｣とい
うことをとらえられるようにするC
次に本時では,写し取って切り取った面を
つないでいって箱づくりをする｡その際.箱
の形のイメージ化を図るために,切り取った
加を立正へて見通しをもたせるようにし.それ
から面と面をつないで組み立てていかせるよ
ようにする｡
木崎の発展としては.箱の形に飾りをつけ
て宝の箱を仕上げたり,｢宝の籍に魔法をか
けて.わくだけ見えるようにしよう｣という
ス ト-リーで.ス トローによる籍の形づくり
を展開していく｡
なお,玉の緒の見本になる箱はティッシュ
ベーパ-の拓とする｡そのiP由は.身近にあ
り.干ともが扱うのに手ごろな大きさだから
である｡
(5)生成的な見方をしている子どもの姿
本単元の学習の中で.子どもがどんな姿で
あれば.生成的な見方ができているかという
と次のような姿である｡
C籍をつくる過程において,面と面の位亜
関係やつながりがわかり,説明する｡
○ストローや粘土玉で箱の形をつくる過程
において,頂点や辺の数や位潜関係がわか
り,説明する｡
(6)指ヰ計画 (5時間)
･宝の籍づくりの動機づけと籍の形の視界
(1時間)
･面つなぎによる宝の箱づくり (直方体)
(2時間 ･前 1時HeLlが本時)
･ス トローと粘土玉による宝の箱の形づくり
(1時間)
･評価とチャレンジ (さいころづくり)
(1時間)
(7)本時の展開の概略
(D本時の目標
○面と面のつながりや位置関係を考えて.切
り取った面と面をつないで直方体の宝の籍を
構成することができる｡
②本時の支度のポイント
ア 面のつながりを見当づける
写し取った面を切り取った後,勝手気まま
に子どもがつないだのでは.図形を考瑛する
力は育たない｡そこで,箱の6つの面のつな
がりを考えて並べる倍加を通して,｢箱の形
｣への確かなイメージを子どもにもたせるよ
うにする｡そのためには,籍を構成する前段
階として.面のつながりを見当づけて面を並
べさせるようにする｡
イ 試行錯誤的な面つなぎ活動にする
面のつながりを見当づけたことを基に籍の
形をつくり始めてい<が.子どもが拭行錐洪
しながら箱をつくり上げていく活動を保障す
る｡そこで.組み立てる際に.セロハンテー
プできちんと貼り合わせて構成するのではな
く.事に持って本当にその面と面をつなぎ合
わせてよいのかどうかを確かめさせながらつ
(らせるoよさそうだと見通しが立てば仮に
止めて組み立てていく｡このような試行錯誤
的に箱を梢成していく活動によって,図形の
生成的な見方見方ができるようになっていく
と考える｡
③授業の実際
7 本時のめあてをつかむ
T 前の時間に宝箱をつくるために籍の形を
粥ぺてみましたが.どんなことに気がつき
ましたか｡
C 面が6つあるということです｡
C 面の形は長方形ということです ｡
T 今日はどんなことがしたいですか｡
C 今日は柘がつくりたいです｡
T では,今日の算数のめあてが言えますか
C ｢宝の籍をつくろう｣というめあてがい
いです. (一斉に拍手)
イ 見当づける
(6つの面をわざとバラバラに示し)
T 6つの長方形が必要ですね｡この6つの
長方形を箱の形がつくりやすいように並べ
てみましょう｡
(児鼓の反応)
反応 l ]E ロ｢ ｢
⊂:コ
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反応 ロ ｢~ ｣
[= コ[
[:=コ
｢i
~ ≡ 二~二
T lからtDの中で,どの並べ方がよいでし
ょつ｡
C lです｡
C Dはできません｡大きい面がとなりどう
しだからです｡
C Ⅲは重なり合 うところがあるからだめで
す｡
T では.自分の並べ方で本当にいいのか,
美際につくっていってみましょう｡
り 誠行鎚誤的な情動による籍の組み立て
Tでは,面と面を上手につなげてつくってい
きましょう｡上手 く組み立てられそうな時は
チ-7-で仮に止めておきましょう｡失敗した
ら.並べかえてやってみましょう｡
(I (セロハンテープで仮止めしながら符の
JrS/をつくっていく子とも)
し- (榊L:良方形をくっつけていて組み立て
ていくうちに,これではだめだと気付き
やりLf-IL始める.そして. .同じ長方形
か向き合うようにすればいいんだ｣とつ
ぶやきながらつくっている｡
- 以下省略 -
(8) 指導後の考崇
生成的な見方から図形を考察する力の育成
を目指して,本単元 r自分の宝の箱をつくろ
う｣を設定した｡手でさわったり.紙に写し
取ったり阜いう軌的な視察や試行鉛削 勺な箱
の組み立ては,図形の概念を生戒する力を育
てるのに効果的であったと考える｡
本時では.支援のポイントとして.｢面の
つながりを見当づける活動｣r弘行錯誤的に
箱を組み立てる活動｣を設定したが,平両か
ら立体へのイメージの橋渡しとなり得たよう
に思われる.結果的には全員が宝の箱をつく
ることができたが.ここで重要なのはその過
程である｡見当づけの段階でうまく並へられ
なかった子どもは並び方を変えながらつくっ
ていた｡これは.平面上に並んだ6つの面か
ら箱の形へと頭の中で箱のイメージがつくら
れていったからであると考える｡概念形成の
確かなよりところとなるのは,やはり勤的な
繰作活動であることが言えるであろう｡
(平成 10年5月9日受理)
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